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レーザ回折式粒度分布測定装置 

（島津製作所 SALD-2200） 

簡易マニュアル 



【基本機能】 

溶媒中に分散した微粒子の粒度の分布を計測可能． 

測定可能範囲：0.03 ~ 1000µm 

 

【各部名称】 

＜外観＞ 

＜装置内部＞ 



【計測時注意点】 

・フローセルを割ったり，汚したりしない （一つ 20 万円と非常に高価） 

 

・計測部に溶液をこぼさない  

・フローセルを操作するとき以外は扉を閉める．（内部にほこりが入らないように） 

 

【計測準備】 

＜必要器具＞ 

精製水，測定試料，分散材，分散媒（【参考資料】＜試料と分散媒，分散材＞を参照）空のビ

ーカー2 つ（試料作製用，廃棄液用），スポイト 2 本（精製水用，試料採取用），ダスパー，

ゴム手袋 

＜準備＞ 

分散媒に分散材，測定試料を溶かす． 

※精製水に使用するビーカー，スポイトに試料や分散材の採取等に使わない（汚染防止）  

※【参考資料】＜試料と分散媒，分散材＞にある分散材は最も適切な分散材．他の分散材（ex.

中性食器用洗剤）でも代替が可能であると考えられるが，信憑性が低下するため，SEM な

どを用いて粒度の状態を確認するべき． 

※測定中こぼさないように注意 



【計測手順】※必ずゴム手袋を着用 

1. PC，装置の起動 

2. デスクトップ左上の「Wing SALDⅡ」を起動 

3. 「マニュアルモード」 → 「マニュアル」をクリック 

 

4. 計測装置基板の初期化がスタートするため，画面上の案内に従って操作 

※扉をしっかり閉めないとエラーが出る 

5. 保存先をクリックし，自分のファイルに保存先を設定し「次へ」をクリック 



 

6. 「粒度分布計算条件」をクリック，屈折率を設定 

※物質ごとに屈折率が異なるため，試料に合わせて設定が必要（【参考資料】＜各物質の屈

折率＞参照） 

※一般的な物質であれば物質名から自動計算より選択可能 

 

7. 「測定条件」をクリックし，分散条件メモを入力し「次へ」をクリック 

 

8. 表示された光強度分布データを確認する 

扉が閉まっており，緑色のバーがほとんど表示されていない状態，または扉が開いており右

側の細長いグラフ（横軸 66~70）に緑色のバーが強く出ている時は正常な状態． 

左側のグラフ（横軸 0～60）に緑色のバーが出ている場合はフローセルが汚れている可能性

がある．洗浄（【機器の洗浄】を参照）して再度確認する． 



 

9. 「ブランク測定」をクリックし，ブランク測定を実施する 

 

10. 「ブランク測定領域」と表示が変わったら扉をあけ，撹拌棒のねじを緩め，攪拌棒をフロー

セルから取り除く 

ダスパーをテーブルに敷き，そのうえに置く． 



 

11. フローセルを取り外し，試料を注ぐ 

※フローセルを汚さないように注意 

12. フローセルを元の位置に戻す 

※溶液をこぼさないように注意 

※奥までしっかり差し込む 

13. 撹拌棒をフローセルの中に入れ，ねじをしめる 

※ゆっくり・静かに入れる!! 溶液をこぼさないように注意！ 

 

14. 攪拌棒のねじを少し緩め，攪拌速度調節つまみを 5 まで回す． 

※撹拌機が一番上で止まってしまったときは攪拌棒のねじを強く締めすぎ． 

一度撹拌機をとめて，ねじを少し緩め，カム機構が機能するように調節してから再度作動

させる． 

15. 扉を閉じ，画面上部が「測定領域」（青緑）になっていることを確認 

※「測定領域外」（赤色）の場合多くの場合が試料の濃度が濃く，吸光度が高い（0.3 以上） 

吸光度が設定値以下のなる様に溶液を希釈する． 

廃棄液用ビーカーにフローセル内の溶液を一部捨て，フローセルに分散媒を加え希釈 



※吸光度が高い状態でも計測自体は可能であるが信憑性が低下する 

 

 

16. 「測定開始」をクリックし測定を開始 

17. 測定結果を確認し，「次へ」をクリック 

18. ファイル名等を入力し，続けて計測を行う場合は「続けて測定を行う」をクリック 

ファイル名以外は計測結果を PDF などで出力する際にファイル内に記述される． 

19. 「保存」をクリック 

 



20. 続けて計測を行う場合はフローセルを精製水で洗浄し（【機器の洗浄】参照），5~19 の作業

を繰り返し行う 

【機器の洗浄】 

・フローセル 

1. フローセル内の溶液を捨てる 

2. 精製水を用いてフローセル内を洗浄する 

3. フローセル内に汚れがある場合はダスパーを用いてふき取る 

※底，角に汚れが残りやすいため，ダスパーを工夫してふき取る 

4. エアガンを使用して，フローセル内の水滴を外に吹き飛ばす 

※滑る!! フローセルを落とさないように注意 

 

5. 2～4 の操作を繰り返し，フローセルを粒度分布計のフローセルホルダに戻す． 

 

・攪拌棒 

1. 精製水で洗浄する 

2. ダスパーで拭き，汚れがある場合は洗浄とふき取りを繰り返す． 

 

【計測結果の表示】 

基本的には相対粒子量（積算）と相対粒子量（頻度）を表示 

・相対粒子量（積算）･･･ある粒子径以下の粒子の合計数が全粒子数に占める割合 

Ex.)粒子径 3µm の相対粒子量（積算）が 30％の場合 



粒子径 3µm 以下の粒子が全体の 30％ 

・相対粒子量（頻度）･･･ある粒子径の粒子数が全粒子数に占める割合 

Ex.)粒子径 3µm の相対粒子量（頻度）が 5％の場合 

粒子径 3µm の粒子が全体の 5％ 

 

●データの表示方法 

「ファイル」→「開く」より過去のデータを参照可能 

・一本書き 

一つのデータについて計測結果を確認可能． 

画面左側より表示するデータを選択可能 

 

 

・重ね書き 

画面左側で選択した複数のデータを重ねて表示して比較が可能． 

＜表示パラメータ＞ 

‣メディアン径･･･中央値． 相対粒子量（積算）が 50％となる粒子径 

‣モード径･･･最頻値．相対粒子量（頻度）が最大値を取る粒子径 

‣平均値･･･試料の平均値．対数スケールに基づいた平均値．詳細は WingSALDⅡ取扱説

明書参照 

‣25％径･･･相対粒子量（積算）が 25％となる粒子径 

‣75％径･･･相対粒子量（積算）が 75％となる粒子径．25％径から 75%径の範囲の粒子が

総粒子数の 50％を占める． 

 



【データの出力】 

データは PDF もしくは excel の状態で出力可能． 

データは【計測結果の表示】において選択したデータが出力 

1. 「レポート印刷」をクリック 

2. 表示画面左側から出力したいデータ（一本書き，重ね書きなど）を選択 

3. 「データのエクスポート」をクリックして，ほしいデータの方を選択． 

 

【立ち下げ】 

1. 「✕」をクリックして WingSALDⅡを閉じる 

2. WingSALDⅡが閉じたのを確認してから PC をシャットダウンする 

3. 粒度分布計の電源を落とす 

※必ず先に WingSALDⅡを閉じる 



【参考試料】（取扱説明書から抜粋） 

＜試料と分散媒，分散材＞※注 



 

 



※注 

1）Na-H.M.P はヘキサメタリン酸ナトリウムのことで，添加量は水に対して 0.2wt％ 

2)Na-P.P はピロリン酸ナトリウムのことで，添加量は水に対して 0.2wt％ 

3）洗剤とは台所で使用している中性洗剤で，添加量は水 100 ㏄に対して１滴程度 

4)他の分散材についても，添加量は溶媒に対して 0.2wt％程度 

 

  



＜各物質の屈折率＞ 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 


